
ひたちなか市長定例記者会見次第
日時：令和８年２月27日（金）午後２時３０分 
会場：第３分庁舎２階 防災会議室１、２

１　開会 
２　市議会提出予定案件 
　　（１）令和８年第１回ひたちなか市議会３月定例会提出予定案件 
　　　　　ア　報告案件について（報告第１号～11号） 
　　　　　イ　一般議案について（議案第１号～59号） 
　　（２）エネルギー・食料品価格等の物価高騰対策 
　　（３）ひたちなか市令和８年度予算の概要 

３　その他の説明案件 
　　　令和８年度の組織改編について
　　 
４　イベント情報 
　　　Sippo Festa in 国営ひたち海浜公園　　　 …他
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City of Hitachinaka

エネルギー・食料品価格等の物価高騰に係る緊急対策

P.023月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

令和７年度補正事業
   

令和８年度当初予算
   

702,487千円

529,734千円
１．水道料金減免 426,000千円

物価高騰対策重点支援地方交付金限度額：1,198,044千円

１．プレミアム付地域商品券発行事業 602,950千円

４．地域公共交通利用喚起事業

27,747千円

３．自治会防犯灯電気料金高騰対策支援
99,544千円

２．農業者物価高騰対策支援
３．医療機関物価高騰対策支援

２．学校給食費支援

47,390千円
24,400千円

4,190千円

専決処分
   

１．物価高対応子育て応援手当
２．子育て世帯生活応援特別給付金

600,650千円
478,491千円
122,159千円



○物価高対応子育て応援手当 
　（令和７年12月25日専決） 

478,491千円

・長期化している物価高騰の影響を強く受けている子育て
世帯を支援するため，物価高対応子育て応援手当を支給
する。 

〇対象者：児童手当支給対象児童を養育する父母等 
〇支給額：こども１人当たり20,000円 
〇支給時期：令和８年２月支給開始 

　

○子育て世帯生活応援特別給付金 
　（令和８年1月20日専決） 

　　　　　　122,159千円

・長期化している物価高騰の影響を受けている低所得の子
育て世帯に対し，その実情を踏まえた生活の支援を行う
ため，特別給付金を支給する。 

〇対象者：0～18歳までの児童を養育する児童扶養手当受給者等 
　　　　　（障害児は20歳まで） 
〇支給額：こども１人当たり50,000円 
〇支給時期：令和８年３月支給開始（予定） 

　

　専決処分

City of Hitachinaka

P.03３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】子ども政策課

【担当】子ども政策課



○プレミアム付地域商品券発行事業 

602,950千円

・食料品等の物価高騰の影響を受ける生活者の家計負担を
軽減し，消費の下支えを行うとともに，市内店舗の利用
促進を通じて市内経済の活性化を図るため，ひたちなか
商工会議所が実施するプレミアム付地域商品券の発行事
業を支援する。 

〇実施時期 
　令和8年9月下旬～令和9年1月末 
〇事業概要 
　発行総額：1,960,000千円 
（プレミアム率：40％，発行数：1,000円券×14枚を140,000セット） 
　

○農業者物価高騰対策支援事業 

　　　　　　　27,747千円

・エネルギーや原材料価格の高騰により肥料・飼料等生
産資材が高騰し，農業経営に大きな影響を受けてい
る農業者に対し，経営の維持安定と営農意欲の向上
を目的とし支援する。

　重点支援地方交付金活用事業（令和７年度補正）

City of Hitachinaka

P.04３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】農政課

【担当】商工振興課



○医療機関物価高騰対策支援事業 

47,390千円

・長引く物価高騰により市内医療機関，特に,有床の病
院及び診療所等においては，医療従事者の確保による
人件費や光熱費，診療材料費等の負担が増大し経営を
ひっ迫している。公定価格のため価格転嫁ができない
医療機関の負担軽減を図ることで，市内の入院医療体
制を維持し，市民の健康の保持に寄与する。 

 
　　【対象医療機関】 
　　　市内有床医療機関　13カ所 

○地域公共交通利用喚起支援事業 

　　　　　24,400千円

・基幹的な地域交通の地域鉄道及び路線バスについて，定
時定路線での運行を維持するため，利用促進を目的に，
1日フリー券の割引販売の実施を補助し，また，生活路
線としてのコミュニティバスを日常的に利用する方への
物価高騰に対する負担軽減のため，回数券の割引販売を
実施する運行事業者へ支援する。 

　【詳細】 
　　①「１日フリー切符」への補助：22,400千円 
　　②「コミュニティバス回数券」への補助：2,000千円

　重点支援地方交付金活用事業（令和７年度補正）

City of Hitachinaka

P.05３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】企画調整課

【担当】健康推進課



○水道料金減免事業 

426,000千円
・水道料金の定例検針２期分（４ヶ月分）の基本料金
の全額を減免し，物価高騰の影響を受けた市民及び
事業者を支援する。（官公庁は対象外）

○学校給食費支援事業 
　　　　　　　99,544千円

・交付金を活用し物価高騰分を市が負担することによ
り，中学生分は保護者負担額を据え置くとともに，小
学生分については，公立小学校を対象とした国の抜本
的な負担軽減措置により，実質無償化とする。

○自治会防犯灯電気料金高騰対策支 
　援事業 

　　　　　　　4,190千円
・自治会等が管理している防犯灯に係る電気料金につい
て，高騰分を支援する。

　重点支援地方交付金活用事業（令和８年度当初予算）

City of Hitachinaka

P.06３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】保健給食課

【担当】水道事業所

【担当】市民活動課



　重点支援地方交付金を活用した事業スケジュール（想定）

City of Hitachinaka

P.07３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件



City of Hitachinaka

P.08３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

第４次総合計画スタートの年
第４次総合計画は，令和８年度から令和15年度までの８年間を計画期間とし，目標年度である令和15年度に実現を
目指す将来都市像については，まちで暮らす市民の視点とまちづくりを担う行政の視点の両面から策定しました。 
　市民が思い描く「理想の暮らしの姿」と行政が政策的な観点から構想した「目指すまちの姿」を掛け合わせること
で，理想と実現可能性・持続性のバランスが取れた将来都市像を目指します。

将来都市像として掲げた『暮らしをデザインできる，職住育共創のまち』の実現に向けて，変化の激しい時代にお
いても着実にまちづくりを推進していくために，時代の潮流や市の概況，さらには市民意識を踏まえ，これからのま
ちづくり全般に通底する4つの『まちづくりの基本的な考え方』を位置付けます。

○価値をつなぐまちづくり 
市民憲章やまちづくり基本条例，シビックプライドといった，本市
ならではの価値を時代にあわせてアップデートしながら，まちづく
りの礎として活かしていこうとするもの。

○未来につづくまちづくり 
現在と未来の２つの視点を持ち，先人から受け継いだ自然や文化資
源などを守り活かしながら，現在と未来の世代がともに希望を持っ
て暮らせるまちを実現しようとするもの。

○変化をのりこなすまちづくり 
社会の変化に対して，柔軟に対応しつつ，技術革新を積極的に活用
し，暮らしの質の向上やまちの成長につなげていこうとするもの。

○ともにつくるまちづくり 
多様なまちづくりの主体がそれぞれの特性や強みを活かしながら，
自分らしく暮らせるまちを，ともに目指していこうとするもの。



一般会計　　645億2,300万円 
特別会計　　507億4,093万円 
総　　額　1,152億6,393万円

City of Hitachinaka

P.09３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

一般会計は，過去最大となる予算規模

ひたちなか市の令和８年度当初予算の概要
令和８年度予算は，第４次総合計画に掲げた将来都市像の実現に向け，中長期的
な視点で着実に施策を進めるための予算としました。



○地域防災力強化事業 

　　　　　 30,491千円

・激甚・多発化する自然災害に備えるため，自主防災
会と連携し，市民参加による実践的な防災訓練を実
施するとともに，意見交換会を通じて各地域の防災
意識の向上を図る。 
・地域が独自に行う訓練や市政ふれあい講座等を通じ
て，段ボールベッドや簡易トイレなどの防災資機材
に触れる機会を創出するとともに，防災リーダーの
育成に引き続き取り組む。（※防災資機材の一部
（気化式冷風機）に係る事業費については，４子育
て関連「教育環境整備事業」に再掲） 

○災害時重要給水施設配水管更新 
　事業 

653,690千円 

・市役所や病院，災害時に指定避難所となる学校や行
政施設などの災害対応拠点となる重要施設に接続す
る配水管について，災害に強い強靭な耐震管に更新
する事業を計画的に進める。

１　日常の備えと防災・危機管理体制の充実

City of Hitachinaka

P.10

【担当】水道事業所　

３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】生活安全課



○配水幹線更新事業 

697,889千円 

・上坪浄水場から主に勝田地区へ配水する重要な配水幹
線（口径700㎜)が布設から50年以上が経過し耐震性
も低い管路であることから，災害に強い強靭な耐震管
に更新する事業を計画的に進める。 
・新規事業として上ヶ砂配水場から那珂湊地区へ配水す
る重要な配水幹線整備に着手する。

○集中豪雨対策事業 

　　　　2,049,100千円 
・「中丸川流域における浸水被害軽減プラン」に基づ
き，国や県と連携しながら河川や下水道の整備を進め
るとともに，地元の住民や企業と一体となって流域全
体での治水対策を推進する。

City of Hitachinaka

P.11３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】水道事業所

【担当】河川課　

１　日常の備えと防災・危機管理体制の充実



○ほしいも振興事業 

6,577千円

・良質な原料芋の生産や衛生的な加工の支援を行うと
ともに，「ひたちなか市産ほしいも」の更なる認知
度向上とブランド化に取り組む。 
・「ひたちなか・東海・那珂ほしいも協議会」が主催
する「ほしいも品評会」が，次回20回の節目を迎
えるため，記念にふさわしい形で開催する。

○茨城港常陸那珂港区整備事業 

　　　　　　242,850千円

・水深14ｍ岸壁が着工されるなど，港湾施設の充実
が図られており，引き続き，港湾の着実な整備が進
められるよう，国や県への働きかけを行う。 
・取扱貨物量についても堅調に推移しており，令和6
年のコンテナ取扱貨物量は2年連続で過去最高を更
新した。引き続き，県や東海村等と連携しながら，
荷主企業等を対象としたセミナーの開催や国内外へ
のポートセールス，コンテナ貨物集荷促進事業に取
り組み，更なる港湾の利用促進に努める。

２　地域産業の振興と持続的な経済活力の創出

City of Hitachinaka

P.12３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】農政課

【担当】企画調整課



○中小企業支援事業 

28,160千円

・産業活性化コーディネーターや商工会議所等と連携
した伴走支援を継続するとともに，生産性向上を図
るため，販路開拓，人材の育成・確保などへの補助
を継続し，事業者の積極的な取組を支援する。

○ふるさと納税推進事業 

　　　　　　249,041千円

・個人版ふるさと納税では，令和７年12月末時点で
20,000件以上のご寄付をいただき，寄付額は最多
となる4億円を上回った。引き続き，関係機関や返
礼品協力事業者，地域おこし協力隊とも連携しなが
ら，地場産品や体験型など，本市ならではの返礼品
の拡充に努め，市の魅力発信や産業の活性化，寄付
受入件数の増加による自主財源の確保につなげる。 
・受け入れた寄付金については，市民と寄付者に共感
していただけるよう，有効に活用していくととも
に，活用状況について積極的に発信することで，寄
付者との信頼関係の構築に努める。

２　地域産業の振興と持続的な経済活力の創出

City of Hitachinaka

P.13３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】商工振興課

【担当】企画調整課



○【新規】RSウイルス母子免疫
ワクチン接種事業

24,796千円

・新たに令和８年度より「RSウイルス母子免疫ワク
チン」が定期Ａ類に位置付けられることから，医師
会と連携し，円滑な接種体制の整備に努める。

○【新規】予防接種事務デジタル化
事業

550千円

・国は令和10年度までに，予防接種事務のデジタル
化を全国の自治体で進める方針を示しており，本市
においては，予診票の電子化や接種記録の管理，接
種費用のオンライン化により，市民の利便性向上と
医療機関の業務効率化を図るため，県内初の先行自
治体として市内約20の医療機関と連携し，令和８
年９月からの開始に向けて取り組む。

３　誰もが健やかに暮らせる福祉と健康づくりの推進

City of Hitachinaka

P.14３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】健康推進課

【担当】健康推進課



○【新規】不妊治療費助成事業 

                      8,000千円 
・医療保険適用の医療と併せて実施する先進医療につ
いて，新たにその費用の一部を助成することにより, 
不妊に悩む夫婦の経済的負担の軽減を図る。

○保育施設等整備事業 

57,330千円

・つだ保育所内に設置している「子育て支援センター
ひまわり」において，本年４月から全国で開始され
る「こども誰でも通園制度」を実施するとともに，
同センターの拠点機能を強化するため，移転先とな
る佐野幼稚園の空き教室の改修工事を行う。

○ICT教育推進事業 

　　　　　       866,320千円
・令和２年度に整備した１人１台のタブレット端末を
更新する。

４　子育て環境の充実と生涯にわたる学びの推進

City of Hitachinaka

P.15

【担当】学校管理課

3月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】幼児保育課

【担当】子ども未来課



○部活動地域展開事業 

                      38,333千円 
・地域のスポーツ・文化芸術団体との連携を図り，休
日の地域クラブ活動を開始する。併せて，生徒の多
様なニーズに応えるため，従来の部活動の枠にとら
われない種目や分野にも展開できるよう取り組む。

○【新規】教育環境整備事業 

26,598千円

・児童生徒が安全かつ快適に活動できるよう，避難所
にも指定されている市内全ての小中義務教育学校の
体育館等に，熱中症対策として気化式冷風機を設置
する。（※当該事業費については，１防災関連「地
域防災力強化事業」に再掲）

４　子育て環境の充実と生涯にわたる学びの推進

City of Hitachinaka

P.16

【担当】学校管理課、生活安全課

3月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】教・指導課



○新中央図書館整備事業 

1,763,979千円

・建築工事等を進めるとともに，幅広い世代の方に活
用していただける魅力的な図書館となるよう，運営
面についての検討を進める。 
・引き続きワークショップなどを通じ，様々な市民や
団体とともに新しい図書館での展示やイベントなど
について検討する。

○土地区画整理事業 

　　　　　         
2,707,518千円

・市内７地区で進めている土地区画整理事業につきま
しては，交通ネットワークでつながる良好な居住環
境を備えた街並みの形成を図るため，都市計画道路
や雨水排水の整備等を優先的に進めていくことを基
本に，引き続き各地区の状況や特性に合わせた事業
を展開する。

５　快適な暮らしを支える生活環境と都市基盤の整備

City of Hitachinaka

P.17３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】中央図書館

【担当】区画整理事業課外



○東中根高場線整備事業 

6,500千円
・未整備区間の事業化に向けて，概略設計を進める。

○湊線支援事業 

148,367千円

・令和7年12月に，持続的な鉄道サービスの提供に資す
る支援を位置付けた「湊線鉄道事業再構築実施計画」
について，国の認定を取得した。今後は，国の支援制
度を活用しながら，阿字ヶ浦駅からの延伸事業を進め
るとともに，既存区間における安全で安定した運行を
確保するための設備投資や，利用環境の整備などを通
じて，鉄道の利便性向上を図る。 
・「おらが湊鐵道応援団」をはじめ，沿線の市民の皆様
や高校等と連携した利用促進に取り組む。 

（湊線鉄道事業再構築実施計画に基づく事業）　 
・鉄道施設等の設備投資（信号保安設備，線路設備，車両設備）　39,667千円 
・延伸事業（地質調査）　84,000千円　 
・利便性向上（キャッシュレス券売機の導入）　2,600千円 
・鉄道施設等の維持補修（鉄道施設の整備・維持管理）　6,200千円

City of Hitachinaka

P.183月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】都市計画課

【担当】企画調整課

５　快適な暮らしを支える生活環境と都市基盤の整備



○【新規】多文化共生のまちづく 
　り推進事業 

13,445千円

・国籍や文化を問わず，誰もが安心して暮らせるよ
う，外国人に係る相談窓口の設置など，外国人支援
体制の充実を図るとともに，互いの文化や習慣への
理解を深めるための取り組みを実施する。 
・「多文化共生課」を新設し，多文化共生社会の実現
に向けた体制の強化を図る。

○公共施設マネジメント推進事業 

1,017,600千円

・公民連携による一元管理の手法である「公共施設等
包括管理業務委託」を導入し，施設を横断的に管理
する「横串型メンテナンスサイクル」を確立するこ
とにより，施設の安全性を確保する。 
・人口減少社会を見据えた持続可能な行財政運営を実
現していくため，施設の集約・複合化や多機能化に
よる配置の見直しを進め，施設保有量の適正化につ
なげる。

６　多様なつながりで支え合う地域コミュニティの推進

City of Hitachinaka

P.19３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】市民活動課

【担当】資産経営課



○【新規】新本庁舎建設事業 

30,100千円

・令和7年11月に「基本構想」を策定し，建設の必要性
をはじめ，基本理念や基本方針など，プロジェクトの
骨格や整備方針を整理した。今年度は，「基本計画」
の策定に着手し，建設に向けた諸条件等について検討
する。                  　 

○行政情報発信事業 

3,500千円

・広報紙の内容充実を図るとともに，市公式ホームペー
ジや動画，SNSなど，媒体の特性に応じて使い分ける
ことにより，効果的に情報発信を行う。 
・取り組みを一体的に推進するため，名称を「広報戦略
課」に改める。                  　 

City of Hitachinaka

P.20３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】資産経営課

【担当】広報広聴課

６　多様なつながりで支え合う地域コミュニティの推進



○共創推進事業 

9,848千円

・ファン共創事業　 
　地域おこし協力隊を活用しながら，行政とファンがまちの 
　未来についてともに考えるワークショップの開催や，ファ 
　ン同士をつなぐ手法の検討などを進める。 
・未来デザイン会議開催事業 
　まちの未来について，市民や各分野の方々と対話を重ねて 
　きた「未来デザイン会議」を共創に結びつける機会として 
　継続・発展させていく。 
・中心市街地活性化推進　 
　市民主体のイベントの開催や民間事業者との連携・共創に 
　より，滞在・交流・活動を生み出す中心市街地の機能や価 
　値を高め，賑わいと魅力の創出につなげる。

City of Hitachinaka

P.21３月定例記者会見資料

ひたちなか市 市議会提出予定案件

【担当】企画調整課

６　多様なつながりで支え合う地域コミュニティの推進



その他説明案件

City of Hitachinaka

3月定例記者会見資料

ひたちなか市

令和８年度の組織改編について　　

P.22



ひたちなか市
City of Hitachinaka

P.23３月定例記者会見資料

その他の説明案件１

【令和８年度組織改編について】

　　　　　　　　　　　【担当】人事課 行政改革推進室

○水道事業所と下水道課を統合し 
「上下水道局」の新設　ほか○多文化共生課の新設 ○建設部と都市整備部の統合

○企画部の再編



イベント情報

City of Hitachinaka

３月定例記者会見資料

ひたちなか市

Sippo Festa in 国営ひたち海浜公園　他２件

P.24



City of Hitachinaka

P.25３月定例記者会見資料

ひたちなか市 イベント情報１ 

　　　　　　　　　　　【担当】観光振興課

開催日時 　令和８年３月７日（土），３月８日（日） 
　午前10時～午後４時　※荒天中止

主催 　ひたち公園管理センター 
　NPO法人ワンワンパーティクラブ

会場 　国営ひたち海浜公園　草原エリア内大草原

内容

　関東最大級のドッグイベント「Sippo Festa」を
国営ひたち海浜公園で初開催！ドッグスポーツ「エ
クストリーム開幕戦」や，愛犬と一緒に楽しめるコ
ンテンツ，わんちゃん達とふれあえる「ウェルカム
ドギー」など，一日中楽しめるイベントです。 
費用　入場無料　 
※国営ひたち海浜公園への入場料，駐車場料金別途 

Sippo Festa in 国営ひたち海浜公園

タイムスケジュールはホームページをご覧ください。※
催事プログラムは予告なく変更・中止することがあります。※

詳細はこちら
Sippo Festaの

© (株)withdog.jp

Sippo Festa事務局［（株）withdog.jp］お問合せ

●主　催：ひたち海浜公園管理センター

●企画・運営：株式会社withdog.jp
●運営協力：株式会社equall

NPO法人ワンワンパーティクラブ

※国営ひたち海浜公園への入場料がかかります。
（JR勝田駅よりバスにて約20分）

国営ひたち海浜公園
草原エリア内大草原

※公園の駐車場が満車になる可能性がございます。
　近隣の駐車場をご利用ください。

00:16～00:10

日日8土日7月3 荒天中止
雨天開催

入場
無料

! " # $ $ % & ' " ( )

Extremeエクストリーム
チャンピオンシップ
２０２６開幕大会

開幕大会の開催が決定！迫力
ある走りと、飼い主さんと愛
犬の深い絆に注目！

Game ゲーム

豪華賞品が当たるわんわん抽選
会や、全てのわんちゃんに参加
いただけるわんわんゲーム大会
などを実施予定！わんちゃんと
たくさん遊びましょう♩ぜひご
参加ください。

Sportsドッグスポーツ

おさんぽWANグランプリや
Goal with Dogなど、わんちゃ
んと一緒に楽しめるスポーツコ
ンテンツが盛りだくさん♩素敵
な思い出をたくさん作ってくだ
さいね。

Shoppingショッピング

掘り出し物が盛りだくさんで
す♩お買い物を楽しんでくださ
いね。

国営ひたち海浜公園は、 茨城県ひたちなか市の太平洋岸にあり、 春のネモフィ
ラ、 スイセン、 チューリップ、 初夏にはポピーやバラ、 夏のジニア、 ヒマワリ、 
秋にはコキア、 コスモス、 冬のアイス チューリップなど、 彩り豊な花々が四季
を通じて楽しめる公園です。
東京近郊からのアクセスも良好で、 年間 200 万人以上が訪れます。
海抜 100m からの眺望を楽しめる大観覧車をはじめ、 ジェットコースターなど
多彩なアトラクションが揃う遊園地「プレジャーガーデン」のほか、 林間アス
レチック広場やバーベキュー広場など、 食事・スポーツ・ピクニック・・・遊
び方は十人十色。 魅力いっぱいの公園です。
SippoFesta 開催期間中は公園内に期間限定の特設ドッグランも開設されてお
り、 多くのワンちゃん連れも訪れます。 
今回 SippoFesta in 国営ひたち海浜公園の会場となる 【草原エリア】 は面積が約 
8ha の開放感に溢れた芝生の広場です。

国営ひたち海浜公園とは？

●協　力：株式会社ジョイフル本田

●後　援：茨城県ひたちなか市
ひたちなか獣医師会

学校法人 正栄学院 いばらきどうぶつ専門学校



City of Hitachinaka

P.26３月定例記者会見資料

ひたちなか市 イベント情報２ 

　　　　　　　　　　　【担当】教育委員会総務課　文化財室

公開期間 　令和８年３月１９日（木）から３月２２日（日） 
　令和８年３月２６日（木）から３月２９日（日）　（計８日間）

公開時間 　　午前９時００分～午後０時１５分 
　　午後１時３０分～午後４時１５分

場所 虎塚古墳（ひたちなか市中根３４９４-１）

観覧料 　大人１６０円（１３０円）　小中学生８０円（６０円）※（　）は２０人以上の団体

概要

　虎塚古墳は、７世紀初頭（約１４００年前）に造られた前方後円墳です。 
　後円部に横穴式石室があり、石室内に彩色壁画が見られます。壁画は、白色粘土を下塗りし
た上に赤色顔料のベンガラ（酸化第二鉄）で丸や三角などの幾何学紋様のほか、楯・鉾・大刀
などの当時の武器や武具類などが描かれています。 
　わが国で発見された装飾古墳の中でも、紋様が極めて豊富であり、また、保存状態が良いと
いうことで昭和４９年、国指定史跡となりました。 
　壁画は春と秋の年２回、一般公開しています。

国指定史跡　虎塚古墳石室壁画春季一般公開

国指定史跡　虎塚古墳石室壁画の一般公開を行います。実物の壁画を見学できる
大変貴重な機会ですので，たくさんの方々の来場をお待ちしております。



City of Hitachinaka

P.27３月定例記者会見資料

ひたちなか市 イベント情報３ 

　　　　　　　　　　　【担当】観光振興課

開催日 令和8年４月15日（水）※雨天決行，荒天中止
主催 ひたちなか市
会場 国営ひたち海浜公園

申込対象者
令和８年３月１日現在でひたちなか市に住民登録のある18 歳以上の市
民のうち，お持ちのSNS等で国営ひたち海浜公園・ネモフィラの発信
に協力いただける方

定員

15組（1組2名様まで） 
※同伴者は市内在住の家族のみ（年齢の制限なし・18歳未満可） 
※申込者のお子さま（中学生以下）は，人数に含めず同行可 
※ペットの同伴不可

申込方法 いばらき電子申請サービスから申込み
申込期間 ３月10日（火）～３月25日（水）

体験行程 
（予定）

6：30集合・受付　6：45移動開始～たまごの森を通り，チューリップ
を鑑賞しながら移動～みはらしの丘到着後記念撮影等を行い自由鑑賞　 
8：10観覧終了　8：40完全退園

その他

当選結果・詳細については４月１日（水）ごろにメールで通知予定。 
落選した方への連絡はいたしません。 
※入園料については，参加者の負担となります。 
　（大人（高校生以上）640円。中学生以下は無料）

ネモフィラ早朝鑑賞体験2026
　体験者に魅力を発信してもらう「市民モニターツアー」として，3年目となる国営ひたち海浜公園でのネモ
フィラ早朝鑑賞体験を実施します。ネモフィラ見頃前（5～7分咲き想定）の早朝鑑賞に加え，公園スタッフから
の景観づくりなどの取組解説により，本市の誇る「観光スポット」の魅力を知ることができる体験ツアーです。 
　募集の詳細は，市報ひたちなか３月10日号及び市ホームページでご案内します。

（昨年の早朝鑑賞体験の様子）

（たまごの森のチューリップ）




